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問題と目的
今日多くの人が、対人関係での悩みを抱え、
怖れ、不安、生きづらさを感じつつ心理療法
家のもとを訪れる。個人療法を受けて心の健
康を取り戻す方法と、場合によっては同じ問
題で苦しんでいる者同士が共感と受容を共有
しながら相乗効果をもたらすグループの力が、
大きな心理的変化を起こすケースも数多く見
られる。
私自身、 ４年前に１年間参加したセルフヘ
ルプ・グループのプログラムで、自分の新た
な一面を発見することができた。本研究では
そのプログラムの有効性を研究対象として採
りあげ、個人の心理的変化・成長のプロセス
を、私もセルフヘルプ・グループのメンバー
の一人として参与観察を通して検討する。
本研究で編成するセルフヘルプ・グループ
は、ＡＡの12 ステップを持つが、扱う問題と
しては『成長志向型』の位置づけとなる。こ
れまでの研究では、匚問題解決型 グループ」
匚生活支援型 グループ」に関するものは数多
くあるが、匚成長志向型グループ」に関する
研究は少ない。本研究では、特に社会的問題
を抱えていない人たちを対象とするが、この
プログラムは、心の傷、とらわれ、悪習慣な
どの誰 もが持つ問題も 匚大きな傘」のように
扱うのが特徴的である。
プロ グラムの中核を成す【Inventor 八 心
－60
の棚卸し）】を通して、 過去の人間関係のす
べてを振り返り、自分を総点検してセルフイ
メージを回復していく。　ここでは、１対１で
向き合うのとは違う集団精神力動すなわちグ
ループダイナミクスが働く。人は多偸歐の中
にも符合する共通点かおる。臨床モデルの端
緒を見出すともいえるこれらの変化の要因が、
ひいては親子関係、夫婦関係の関係性の回復
への一助となることを研究の目的とする。
方法
研究参加者：女性４名（50～70代）
実施期間:2009 年７月～2010年７月
毎週２時間程度
データ収集方法：
《処遇群》①［ＴＥＧＨ（エゴグラム）］、
②［ＳＣＴ］；１０項目、 ③［アサーション尺
度］；15項目/ プログラム開始前と終了後、
④『ふりかえりシート』／毎回ワーク終了後、
⑤『個人インタビュー』／ワーク５～６回
終了毎15分程度　※グループ内で話された内容
は口外しないというガイドラインかおるため。
《参照群》このプログラムを導入せずに毎週
集まり自由な話し合いをしている女性だけの
ほぼ同サイズのグループメンバーにも上記の
心理テスト①②③を同時期に実施し、比較検
討した。
分析方法：質的研究法の一手法である 匚解
釈学的現象学的分析」を用いてインタビュー
データ他、の分析を行なった。
結果と考察
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図3  - 1 p　エゴグラムの変化
参加者の中で、Ｋ氏は対人恐怖症を表わす
パ ターンであったが（新里2005 ）、プログラ
ム後のグラフは、新里が提案する“自我状態
成長プログラム”と符合して、ＡＣが大幅に
下がり、ＣＰとＡが上がる理想的な変化を遂
げている。それは、インタビューデータの内
容と正に一致していた。
Ｙ氏は、同一人物とは思えない程に極端な
変化を顕わしている。Ｍ型に近い明朗パター
ンであったのが、Ｗ型の苦悩パターンに変化
している。プログラムの影響かおるのかは、
はっきり断言できるほどの根拠はない。イン
タビューの中で、よく口にしていた対人関係
がストレスをもたらしていただろうことは推
察できる。
エゴグラムについては、処遇群と参照群間
で違いが見られた。処遇群の変動が大きかっ
たことから、プラスにしろマイナスにしろ、
プログラムの与えた影響は確認できた。アサー
ションの数値は、２群間での差はほとんどな
かった。
インタビューデータの分析においては、統
合データで、各人の変化の違いが明確になっ
た。各々、変化・成長を経験したものの、
それらは質と領域で異なっていた。その要因
となったものは、「ゆるし」 の受け止め方で
あった。
米国においては、Enright  (2001) とその
研究チームは、ゆるしをセラピーや教育に
用いた科学的検証を1985年より15年にわたっ
て実施し、ゆるしのモデルを開発した。 その
プロセスに進んだ人たちは、心理的により健
康になることを実証している。
回復とは、どのような状態を指すのであろ
うか。回復の定義づけによっては、12 ステッ
プ・グループでいう回復は十分ではないと論
じられている。仲間に受け入れられて、生き
づらさから解放されても、学校や職場などの
現場に復帰できなければ、目標に到達したと
いえるのか。そのことに対しても、本研究は、
新たな視点を模索する手がかりを与えること
ができる。
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